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板橋区民まつり（10月18日、19日）

令和7年第3回定例会（9月22日～10月28日）

令和6年度一般会計決算及び4特別会計決算を認定
●定例会では、区政の各分野における課題について、14名の議員が一般質問を行い、
区長などに報告や説明を求めました（要旨を3～5面に掲載）。

●緊急かつ必要性の高い事業に要する経費などに関する令和7年度一般会計補正予算
（第2号）など区長提出議案11件を可決し、議員提出議案は1件を可決しました（詳
細は2面に掲載）。

●陳情は3件を採択、21件を不採択とし、その他は継続審査としました（詳細は2面
に掲載）。

令和6年度決算の調査の経過

●本会議3日目（10月14日）に、令和6年度一般会計及び4特別会計の決算について
区長から報告がありました。

●区議会では、全議員により構成する「決算調査特別委員会」において、延べ6日間
にわたり集中的に調査を行いました（総括質問の要旨を6面に掲載）。

●本会議最終日（10月28日）に、決算調査特別委員長が調査結果を報告し、各会派に
よる討論を経て、令和6年度決算を賛成多数で認定しました（討論の要旨を7面に
掲載）。

○ホームページでは、本会議のインターネット生中継や録画配信がご覧いただけます。
○本会議や委員会の次第、配付資料はホームページに掲載しています。 板橋区議会 検索
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主な掲載内容

議案・陳情
の審議結果

一般質問（要旨）
区政全般に対して
行われた質問を紹介

決算に対する
総括質問
（要旨）

決算の概要、
決算に対する
討論（要旨）

議会トピックス



総務費
福祉費
教育費

総務費

可決した意見書一般会計補正予算（第2号）
補正額 96億7，500万円

○施設維持改修工事等
1億8，343万6千円

体育施設や児童福祉施設などの区立
施設の維持改修工事に要する経費

○地域センター等物品更新
1億171万3千円

老朽化している地域センターや区民
集会所の机・椅子などの更新に要す
る経費

可
決
し
た
主
な
議
案

固定資産税及び都市計画税の軽減措置継続に関する意見書（要旨）

小規模事業者を取り巻く環境は、エネルギー・食料品価格などの物価高騰や海外の通商政策
などの影響により、深刻な状況にある。
都民の生活や小規模事業者の経営の安定のため、固定資産税及び都市計画税の軽減措置を継
続するよう、都に対し、下記の事項について強く要請する。

記
1．小規模住宅用地に対する都市計画税を2分の1とする軽減措置を継続すること
2．小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を2割減額する減免措置を継続する

こと
3．商業地等における固定資産税及び都市計画税について負担水準の上限を65％に引き下げる
減額措置を継続すること

令和7年10月14日

件名
会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）

結果自民党 公明党 民主
クラブ 共産党 日本

維新の会
いたばし
未来 参政党 無所属

議員
（１５） （１０） （６） （６） （２） （２） （１） （１）

区
長
提
出
議
案

予
算 令和７年度一般会計補正予算（第２号）／令和７年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案

可決

決
算

令和６年度一般会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

認定令和６年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算／令和６年度介護保険事業特別会計歳入
歳出決算／令和６年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算／令和６年度東武東上線連
続立体化事業特別会計歳入歳出決算

〇 〇 〇５
退１ × 〇 〇 〇 〇

条
例

職員の退職管理に関する条例／自転車等の駐車場の整備及び放置の防止に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案
可決乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

そ
の
他

（仮称）区営南常盤台住宅改築電気設備工事請負契約／（仮称）区営南常盤台住宅改築機械
設備工事請負契約／区立赤塚小学校給食用物品の買入れについて／区立上板橋第一中学校改
築工事請負契約の一部変更について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
可決

原案
可決

大山東町自転車駐車場の指定管理者の指定について

板橋区基本構想

〇１４
欠１
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
議
員
提

出
議
案

意
見
書

陳
情

固定資産税及び都市計画税の軽減措置継続に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

障害者の行政手続きアクセシビリティ改善と合理的配慮の実現に関する陳情 第２項 デジ
タル化推進の件 第３項 ワンストップサービス実現の件／固定資産税及び都市計画税の軽
減措置の継続について意見書の提出に関する陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

不採択

蓮根集会所の各部屋にエアコンの設置を求める陳情／蓮根集会所の改修を求める陳情／訪問
介護基本報酬引き下げの見直しを求める意見書の厚労省への提出と板橋区に引き下げによる
減収の補填を求める陳情 第１項 基本報酬引上げの件

× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険の区民に対する資格確認書の一斉交付に関する陳情／高齢者補聴器購入費用の
助成金の増額等を求める陳情 第１項 助成額増額の件／障がい者総合福祉センター（仮
称）の検討協議会設置についての陳情

× × 〇 〇 〇 〇 × ×

国に防衛力強化の一環として、食料安全保障を重要視することに関する陳情 × × × × × × × ×
東京都教育委員会に対し、都立高校の夜間定時制課程の生徒募集停止計画を見直すことを要求す
る意見書の提出を求める陳情／都立大山高等学校と都立北豊島工科高等学校の夜間定時制課程の
廃止についてその見直しを行い、働きながら学ぶ生徒や、不登校を経験し、学び直しを希望する
生徒が引き続き安心して教育を受けられるよう進路と学習環境を保障することを求める陳情

× × ×５
退１ 〇 × 〇 × ×

エアコン購入費助成対象の拡大等を求める陳情 第１項 助成対象拡大の件／国がいのちのとりで裁判（生活保護
基準引下げ訴訟）最高裁判決に従い、生活保護行政の抜本的見直しを求める陳情 第１項 差額支給等の件 第２
項 生活保障法制定の件／高齢者補聴器購入費用の助成金の増額等を求める陳情 第２項 所得制限撤廃の件 第
３項 聴力検査の件／沖縄戦没者の遺骨を含む土砂をどのような埋め立てにも使用しないよう意見書提出を求める
陳情／地方消費者行政の維持・強化のための対策を求める意見書を国会等に提出することを求める陳情／地域経済
と中小商工業者の危機を打開するために物価高対策など緊急の支援策を求める陳情（公契約条例制定の件）

エアコン購入費助成対象の拡大等を求める陳情 第２項 電気料金助成の件

×

×

×

×

〇

×５
退１

〇

〇

×

×

〇

×

×

×

×

×

国がいのちのとりで裁判（生活保護基準引下げ訴訟）最高裁判決に従い、生活保護行政の抜本的見
直しを求める陳情 第３項 生活保護行政総点検の件／障害者の行政手続きアクセシビリティ改善
と合理的配慮の実現に関する陳情 第１項 受付体制整備の件 第４項 建設的対話の制度化の件
石神井川沿いに、誰でもちょっとひと休みできる腰掛の設置を求める陳情

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

×

×

×

〇

訪問介護基本報酬引き下げの見直しを求める意見書の厚労省への提出と板橋区に引き下げに
よる減収の補填を求める陳情 第２項 減収補填の件

高島平二・三丁目周辺地区 地区計画の対話型合同説明会を求める陳情

×

×

×

×

〇

×５
退１

〇

〇

×

〇

×

〇

×

×

〇

×

インボイス制度の廃止をめざし、事業者の負担を軽減する経過措置を継続するよう求める意
見書を国に送付することを求める陳情

「消費税減税を求める意見書」の国への送付を求める陳情

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

×

〇

〇

×

×

地域経済と中小商工業者の危機を打開するために物価高対策など緊急の支援策を求める陳情
（支援制度実施等の件） 第１項 燃料費等高騰対策の件 第２項 負担軽減支援制度の件

地域経済と中小商工業者の危機を打開するために物価高対策など緊急の支援策を求める陳情
（支援制度実施等の件） 第３項 住宅リフォーム助成の件 第４項 独自支援策実施の件
第５項 断熱化助成の件

×

×

×

×

×

〇

〇

〇

×

×

×

〇

×

×

×

〇

■議案・陳情に対する各会派の態度 〇＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席

【令和７年第３回定例会で付託され継続審査となった陳情】板橋駅西口駅前広場再整備計画の見直しを求める陳情

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は1月中旬にホームページや区議会事務局、図書館、
区政資料室で閲覧できます。

第3回定例会の
審議結果

【議員ごとの態度】

議案 請願・陳情

令和7年（２０２５年）１１月３０日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第214号



減税減税減税
給付金給付金給付金

区
民
の
命
を
守
る
熱
中
症
対
策
を

【
質

問
】
武
道
場
が
あ
る
中
学

校
19
校
の
う
ち
、
15
校
で
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
災
害

時
に
は
避
難
所
と
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
早
急
に
設
置
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
こ
れ
ま
で
普
通
教
室
、

特
別
教
室
、
体
育
館
を
優
先
し
て

お
り
、
武
道
場
は
改
築
や
改
修
時

に
設
置
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

学
校
の
要
望
や
利
用
状
況
な
ど
を

確
認
し
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
児
童
館
を
は
じ
め
、

子
ど
も
や
高
齢
者
が
立
ち
寄
る
す

べ
て
の
区
立
施
設
に
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
な
ど
を
設
置
す
べ
き
。

【
区

長
】
給
水
設
備
の
な
い
ク

ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
対
象
に
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
設
置
を

進
め
て
い
る
。
新
た
に
区
立
施
設

を
指
定
す
る
際
に
は
、
各
施
設
の

稼
働
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

投
票
権
を
諦
め
な
い
仕
組
み
を

【
質

問
】
要
介
護
1
以
上
の
方

も
郵
便
等
投
票
制
度
の
対
象
に
す

る
よ
う
国
に
要
望
を
。
併
せ
て
、

制
度
の
仕
組
み
を
毎
年
対
象
者
に

周
知
し
、
申
請
書
を
送
付
す
べ
き
。

【
選
管
局
長
】
こ
れ
ま
で
も
全
国

市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
を

通
し
て
国
に
要
望
し
て
い
る
。
今

後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

制
度
の
周
知
も
検
討
し
て
い
く
。

介
護
事
業
所
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
介
護
報
酬
引
下
げ
に

よ
り
、
介
護
事
業
所
は
人
材
確
保

が
困
難
に
な
る
な
ど
の
影
響
を
受

け
て
い
る
。
支
援
の
実
施
を
。

【
区

長
】
事
業
所
へ
の
直
接
的

な
金
銭
給
付
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｘ
化

や
業
務
効
率
化
の
支
援
を
通
し
て
、

介
護
事
業
所
の
経
営
基
盤
を
下
支

え
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

住
民
合
意
の
ま
ち
づ
く
り
を

【
質

問
】
板
橋
駅
西
口
駅
前
広

場
再
整
備
に
つ
い
て
、
住
民
や
駅

利
用
者
の
声
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
べ
き
。

【
区

長
】
こ
れ
ま
で
計
画
の
周

知
や
意
見
聴
取
を
進
め
、
区
の
考

え
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

区
民
の
疑
問
や
不
安
の
解
消
に
努

め
て
い
る
。
周
辺
地
域
を
含
め
て
、

必
要
な
対
策
を
検
討
し
、
計
画
内

容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
、
中
丸
児
童
遊
園
を
使

用
し
た
都
の
汚
泥
管
下
水
道
工
事

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
1
月
中
旬
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

山

内

え

り

（
共
産
党
）

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て

【
質

問
】
核
武
装
論
は
、
板
橋

区
平
和
都
市
宣
言
と
相
い
れ
な
い

と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
区
で
は
、
平
和
都
市

宣
言
の
も
と
、
世
界
平
和
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
を
引
き
続
き
展

開
し
て
い
く
。

【
質

問
】
広
島
市
長
が
、
核
抑

止
力
に
依
存
す
る
為
政
者
に
政
策

転
換
を
求
め
る
考
え
を
示
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
対
話
や
信
頼
関
係
に

基
づ
く
安
全
保
障
体
制
の
構
築
を

世
界
中
の
為
政
者
に
対
し
て
強
く

促
し
て
お
り
、
深
く
共
感
し
た
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
条
例
制
定
に
向
け
た

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
べ
き
。

【
区

長
】
7
年
度
中
に
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
公
契
約
に
関
す
る

議
論
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
検
討
会

設
置
の
際
に
示
す
。

【
質

問
】
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー

や
労
働
者
に
対
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
検
討
会
の
委
員
は
、

弁
護
士
な
ど
の
学
識
経
験
者
の
ほ

か
、
労
働
者
及
び
事
業
者
の
各
団

体
へ
選
任
を
依
頼
す
る
な
ど
、
バ

ラ
ン
ス
良
く
構
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
労
働
者
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、

労
働
者
団
体
と
の
意
見
交
換
の
機

会
な
ど
を
活
用
し
て
進
め
て
い
く
。

教
育
環
境
の
改
善
を
求
め
て

【
質

問
】
上
板
橋
四
小
体
育
館

の
冷
房
が
十
分
機
能
し
て
い
な
い
。

屋
根
の
遮
熱
塗
装
を
行
う
べ
き
。

【
教
育
長
】
改
築
・
改
修
時
に
断

熱
化
を
進
め
つ
つ
、
既
存
校
で
は

遮
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
け
な
ど
、
複

合
的
対
応
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
、
遮
熱
塗
装
を
含
め
、
屋
根
の

暑
さ
対
策
な
ど
先
進
事
例
の
研
究

を
行
い
、
教
育
環
境
の
向
上
に
資

す
る
整
備
を
進
め
て
い
く
。

多
文
化
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

【
質

問
】
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
子
ど
も
へ
の
い
じ
め
や
差
別
を

助
長
さ
せ
な
い
た
め
の
決
意
は
。

【
教
育
長
】
今
後
も
、
人
権
尊
重

教
育
や
道
徳
教
育
な
ど
を
通
し
て
、

福
祉
教
育
を
推
進
し
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
命
を
大
切
に
し
、

安
心
し
て
学
べ
る
場
を
守
り
抜
い

て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
赤
塚
体
育
館
の

改
築
計
画
、
住
宅
政
策
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た

荒

川

な

お

（
共
産
党
）

物
価
高
騰
対
策
と
住
民
税
減
税
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
は
6
年
度
に
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
及
び
住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
を
対
象
に
、

い
た
ば
し
生
活
支
援
臨
時
給
付
金

を
支
給
し
た
。
中
間
層
や
支
給
対

象
要
件
に
届
か
な
い
方
か
ら
も
支

援
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
支
援
策
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
全
区
民
を
対
象
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
な

ど
、
区
民
生
活
を
支
え
る
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。
今
後
も
、
区
民

生
活
や
地
域
経
済
の
実
態
を
見
極

め
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
住
民
税
5
％
減
税
の

実
施
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
税
収
減
に
対
す
る
財

源
確
保
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
、
公
平
性
の
担
保
な
ど
、
慎
重

か
つ
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

区
民
生
活
を
支
え
る
施
策
強
化
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
役
所
窓
口
の
待
ち

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
と
の
声

が
あ
り
、
窓
口
業
務
の
効
率
化
が

必
要
と
考
え
る
。
戸
籍
住
民
課
窓

口
で
は
、
外
国
籍
の
方
へ
の
対
応

が
課
題
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

今
後
の
対
応
策
は
。

【
区

長
】
7
年
度
よ
り
、
海
外

か
ら
の
転
入
と
国
内
の
転
入
に
つ

い
て
、
受
付
案
内
シ
ス
テ
ム
の
発

券
番
号
や
受
付
窓
口
を
分
割
す
る

こ
と
で
、
手
続
き
時
間
の
短
縮
を

図
っ
て
い
る
。

小
野
ゆ
り
こ

（
日
本
維
新
の
会
）

こ
ど
も
の
池
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
西
徳
第
一
公
園
で
行

わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

最
初
に
こ
ど
も
の
池
の
廃
止
に
向

け
た
案
が
示
さ
れ
た
。
今
後
は
、

廃
止
あ
り
き
で
な
い
運
営
を
。

【
区

長
】
こ
ど
も
の
池
が
設
置

さ
れ
た
公
園
の
改
修
は
、
参
加
者

の
声
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
計
画

を
一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
。

保
育
園
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
立
保
育
園
は
、
3

歳
児
以
降
の
幼
児
も
午
睡
を
一
斉

に
実
施
。
子
ど
も
の
成
長
を
第
一

に
考
え
、
必
要
の
な
い
幼
児
は
別

室
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

【
区

長
】
一
斉
の
午
睡
の
時
間

帯
で
も
、
可
能
な
範
囲
で
個
別
の

対
応
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

柔
軟
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
私
立
幼
稚
園
で
は
、

体
操
や
音
楽
、
英
語
な
ど
、
外
部

講
師
の
活
用
に
積
極
的
で
あ
る
。

区
立
保
育
園
で
も
導
入
を
。

【
区

長
】
外
部
講
師
の
導
入
の

要
否
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

高
島
平
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

【
質

問
】
高
島
平
団
地
の
建
替

え
に
伴
う
転
居
に
つ
い
て
、
詳
細

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
居
住
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
Ｕ
Ｒ
に
対
し
、

住
ま
い
の
保
障
を
求
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
居
住
者
の
希
望
に
応

じ
た
居
住
環
境
を
整
え
る
よ
う
、

支
援
策
の
充
実
も
含
め
、
Ｕ
Ｒ
に

対
し
働
き
か
け
を
行
う
。

※
以
上
の
ほ
か
、
広
報
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た

災
害
対
応
施
策
を
問
う

【
質

問
】
水
害
時
の
避
難
指
示

の
空
振
り
を
住
民
が
前
向
き
に
受

け
止
め
ら
れ
る
文
化
の
醸
成
は
、

災
害
対
応
の
質
を
高
め
る
。
町
会

な
ど
と
連
携
し
、
ど
の
よ
う
な
広

報
・
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
。

【
区

長
】
引
き
続
き
、
町
会
・

自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、
学
校
で

の
防
災
教
育
や
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
を
通
し
て
、
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
発
災
時
に
市
町
村
長

が
住
民
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
円
滑
な
避
難
行
動
に

つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。
区
民

へ
の
発
信
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
避
難
指
示
な
ど
の
発

令
は
、
区
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
の
区
長
の
最
大
の
使
命
と

認
識
し
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て

自
ら
が
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
も

考
え
て
い
る
。

【
質

問
】
い
た
ば
し
防
災
プ
ラ

ス
ア
プ
リ
の
被
害
報
告
機
能
を
防

災
訓
練
な
ど
で
模
擬
的
に
体
験
で

き
る
機
会
を
確
保
す
べ
き
。

【
区

長
】
防
災
関
連
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
機
会
を
捉
え
、
区
民
に
操

作
方
法
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

【
質

問
】
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
事
業

所
同
士
で
相
互
支
援
を
行
う
体
制

が
整
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。
今
後

の
方
針
は
。

【
区

長
】
事
業
者
団
体
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、
地
区
ご
と
の
研

修
な
ど
の
実
施
を
通
し
て
、
事
業

所
同
士
の
平
時
か
ら
の
関
係
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
遊
び
場
の
環
境
整
備
を

【
質

問
】
地
域
に
よ
り
、
公
園

や
遊
び
場
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

量
的
充
実
を
図
る
意
思
は
あ
る
か
。

【
区

長
】
住
宅
密
集
地
域
が
多

い
都
心
に
近
い
エ
リ
ア
ほ
ど
、
公

園
用
地
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

適
し
た
用
地
が
見
つ
か
っ
た
場
合

は
、
積
極
的
に
用
地
取
得
を
進
め
、

公
園
整
備
を
一
層
進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
民
間
施
設
と
の
連
携

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る

ハ
ー
ド
面
で
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
方
針
は
。

【
区

長
】
民
間
施
設
や
地
域
団

体
と
の
協
働
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、

環
境
整
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

井

上

温

子

ひ
は
ら
み
ち
こ

（
い
た
ば
し
未
来
）

（
自
民
党
）

（
4
面
に
続
く
）

一
般
質
問
9月22日
9月24日
本会議

西徳第一公園のこどもの池
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子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】「
助
け
て
」と
言
え
な

い
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
声
を

出
し
、
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
区
長

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持

っ
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

【
区

長
】
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、「
板
橋
の
子
ど

も
は
板
橋
で
守
る
」
と
い
う
強
い

信
念
の
も
と
、
い
ち
早
く
開
設
を

決
断
し
、
子
ど
も
た
ち
の
声
に
寄

り
添
い
、
支
え
ら
れ
る
体
制
を
構

築
し
て
き
た
。
今
後
も
、
や
さ
し

ま
い

い
区
政
の
実
現
に
邁
進
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
板
橋
区
の
Ｃ
Ｉ

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
）
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

（
3
面
か
ら
続
く
）

災
害
時
協
定
締
結
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
大
規
模
災
害
発
生
時

に
、
災
害
時
協
定
締
結
事
業
者
な

ど
に
求
め
る
行
動
の
具
体
的
な
細

目
の
検
討
は
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

【
区

長
】
7
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
意
見
交
換
会
で
は
、
具
体

的
な
行
動
手
順
の
確
認
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
発
災
時
に
は
区

の
要
請
を
待
た
ず
、
自
動
的
に
応

急
復
旧
活
動
を
遂
行
し
て
も
ら
う

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

保
存
樹
木
の
管
理
な
ど
に
対
す
る

助
成
金
の
引
上
げ
を
問
う

【
質

問
】
神
主
が
常
駐
し
な
い

神
社
の
保
存
樹
木
は
地
域
住
民
が

管
理
し
て
い
る
。
寺
社
か
ら
出
さ

れ
る
ご
み
は
事
業
系
ご
み
で
有
料

の
た
め
、
落
ち
葉
の
処
理
に
係
る

経
費
の
負
担
が
大
き
い
。
保
存
樹

木
の
管
理
な
ど
に
対
す
る
助
成
金

の
引
上
げ
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
落
ち
葉
の
処
理
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
仕

組
み
や
、
物
価
高
騰
に
応
じ
た
助

成
金
の
引
上
げ
な
ど
、
所
有
者
の

意
向
も
踏
ま
え
、
実
効
性
の
あ
る

制
度
の
研
究
に
努
め
て
い
く
。

屋
内
体
育
施
設
の
断
熱
化
及
び
学

校
プ
ー
ル
の
遮
熱
化
を
問
う

【
質

問
】
小
豆
沢
体
育
館
は
建

物
が
古
く
、
既
存
の
冷
房
設
備
で

は
効
果
が
十
分
で
は
な
い
。
そ
の

ほ
か
の
体
育
施
設
も
含
め
、
屋
根

を
再
塗
装
す
る
際
は
、
室
温
を
快

適
に
保
つ
断
熱
塗
装
を
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
小
豆
沢
体
育
館
は
、

7
年
度
内
に
屋
根
の
補
修
を
行
う

が
、
遮
熱
効
果
の
あ
る
塗
装
を
施

す
予
定
で
あ
る
。
小
豆
沢
体
育
館

以
外
に
お
い
て
も
、
屋
根
の
補
修

工
事
を
行
う
際
は
、
断
熱
を
念
頭

に
置
き
、
施
工
す
る
考
え
で
あ
る
。

【
質

問
】
熱
中
症
な
ど
か
ら
児

童
・
生
徒
や
教
職
員
を
守
る
た
め
、

学
校
の
屋
外
プ
ー
ル
に
日
陰
を
つ

く
る
遮
熱
シ
ー
ト
を
導
入
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
7
年
度
よ
り
複
数
校

に
お
い
て
遮
熱
シ
ー
ト
の
設
置
工

事
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
設
置

校
に
お
け
る
効
果
検
証
を
行
い
つ

つ
、
熱
中
症
対
策
を
進
め
て
い
く
。

ド
ロ
ー
ン
配
送
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
ま
ち
づ
く
り
と
連
携

し
な
が
ら
ド
ロ
ー
ン
配
送
の
実
証

実
験
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
区
は
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
実
績
が
あ
り
、
ま
た
、
実

証
・
実
装
に
最
適
な
環
境
を
有
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
強
み
を
生
か

し
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
実

証
実
験
を
事
業
者
と
進
め
て
い
く
。

昆
虫
公
園
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
公
園
内
の
案
内
板
に

描
か
れ
て
い
る
昆
虫
の
生
息
環
境

を
つ
く
る
な
ど
、
環
境
の
改
善
が

必
要
で
あ
る
。
今
後
の
方
向
性
は
。

【
区

長
】
現
地
の
伐
採
木
と
落

ち
葉
を
活
用
し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
の

繁
殖
場
所
を
整
備
す
る
な
ど
、
昆

虫
公
園
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間

へ
と
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
役
所
来
庁
者

の
急
な
体
調
不
良
に
備
え
た
静
養

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

い
た
ば
し
地
域
ク
ラ
ブ
を
問
う

【
質

問
】
区
立
中
学
校
部
活
動

地
域
移
行
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3

0
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
部
分
は
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
国
や
都
が
8
年
度
以

降
の
部
活
動
改
革
に
係
る
明
確
な

定
め
を
示
し
、
大
き
な
環
境
の
変

化
が
起
き
る
場
合
は
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
時
点
に

お
い
て
は
、
大
き
な
環
境
の
変
化

は
見
込
ま
れ
な
い
た
め
見
直
し
を

行
っ
て
い
な
い
。

【
質

問
】
現
在
の
指
導
者
確
保

の
状
況
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
7

年
4
月
の
開
始
に
合
わ
せ
、
全
17

ク
ラ
ブ
に
野
球
を
指
導
で
き
る
人

材
が
配
置
で
き
て
い
る
。
野
球
ク

ラ
ブ
以
外
の
4
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

も
、
種
目
・
分
野
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
者
が
配
置
で
き
て
い
る
。

【
質

問
】
野
球
ク
ラ
ブ
に
お
け

る
リ
ー
グ
戦
形
式
の
取
組
み
で
あ

る
「
リ
ー
ガ
・
ア
グ
レ
シ
ー
バ
」

の
実
施
状
況
は
。

【
教
育
長
】
7
年
8
月
末
に
実
施

し
た
リ
ー
グ
戦
で
は
、
希
望
制
で

参
加
し
た
33
人
を
4
つ
の
チ
ー
ム

に
分
け
、
延
べ
4
試
合
を
実
施
し
、

試
合
後
に
指
導
者
と
選
手
同
士
の

対
話
の
機
会
を
設
け
た
。

絵
本
の
ま
ち
板
橋
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
幼
少
期
か
ら
多
く
の

絵
本
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
中
央
図
書
館
を
幼
稚
園
や
保

育
園
の
遠
足
コ
ー
ス
と
し
て
提
案

す
べ
き
。

【
教
育
長
】
中
央
図
書
館
な
ど
で

の
特
別
な
体
験
を
通
し
て
、
充
実

し
た
遠
足
と
な
る
よ
う
、
環
境
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
提
供

に
も
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
一

環
と
し
て
、「
巡
回
移
動
絵
本
バ

ス
」
な
ど
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
運
営
や
コ
ス
ト
面
な

ど
に
お
い
て
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
は
7
年
度
の
区
民
ま
つ
り
で

試
験
的
に
絵
本
作
家
の
デ
ザ
イ
ン

が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
移
動
図
書

館
を
出
店
す
る
予
定
で
あ
る
。

八
ケ
岳
荘
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
夏
に
利
用
す
る
際
は
、

猛
暑
に
よ
り
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
エ
ア
コ
ン
な
ど
の

設
置
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
団
体
宿
泊
棟
で
あ
る

「
か
ら
ま
つ
棟
」
の
利
用
者
か
ら
、

空
調
設
備
な
ど
の
設
置
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
8
年
の
夏

に
間
に
合
う
よ
う
、
壁
掛
け
型
の

扇
風
機
を
か
ら
ま
つ
棟
の
各
部
屋

に
設
置
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
質

問
】
食
事
の
内
容
や
提
供

時
間
に
対
す
る
改
善
要
望
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
や
対
策
を

行
っ
て
き
た
の
か
伺
う
。

【
教
育
長
】
味
や
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
に
口
頭
に

て
指
導
し
て
き
た
が
、
ま
だ
多
く

の
意
見
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
提
供
時
間
の
遅
延
は
、
従

業
員
の
増
員
な
ど
を
行
い
、
解
消

さ
れ
た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
公
共
施
設
、「
愛

す
る
ふ
る
さ
と
」
の
夕
焼
け
チ
ャ

イ
ム
へ
の
活
用
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

木
田
お
り
べ

横
川
た
か
ゆ
き

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）

い
た
ば
し
地
域
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
現
在
は
活
動
拠
点
が

区
の
南
側
の
1
か
所
に
限
定
さ
れ

て
お
り
、
北
側
の
高
島
平
な
ど
に

居
住
す
る
生
徒
に
と
っ
て
は
参
加

へ
の
物
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

北
側
の
地
域
に
新
た
な
活
動
拠
点

を
設
置
す
る
考
え
は
。

【
教
育
長
】
今
後
、
会
員
数
が
大

幅
に
増
加
し
た
場
合
は
、
新
た
な

拠
点
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
今
後
の
活
動
の
方
向

性
は
。

【
教
育
長
】
8
年
度
以
降
も
区
が

委
託
す
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
を

設
置
す
る
学
校
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
継

続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
質

問
】
区
の
北
側
に
拠
点
を

持
ち
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
民
間

事
業
者
と
連
携
し
た
場
合
、
期
待

で
き
る
相
乗
効
果
は
。

【
教
育
長
】
現
在
、
委
託
し
て
い

る
学
校
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化

し
た
施
設
に
て
、
元
プ
ロ
選
手
に

よ
る
指
導
を
実
施
し
て
お
り
、
既

に
民
間
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
、
会
員
が
定
員
を
大
幅
に
超

過
す
る
場
合
は
、
複
数
の
民
間
事

業
者
と
の
連
携
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
ど
の
よ
う
な
能
力
を
育
む
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性
に

気
付
く
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を
得

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
産
業
振
興

と
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
教
育

活
動
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、

区
の
新
た
な
産
業
と
し
て
育
成
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
認
識
は
。

【
区

長
】
現
在
、
産
業
振
興
構

想
2
0
3
5
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
対

す
る
個
別
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
内
外
の
事
例
を
研
究
す
る
と
と

も
に
、
区
全
体
の
産
業
の
一
つ
と

し
て
、
構
想
に
基
づ
く
戦
略
や
施

策
の
中
で
支
援
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
経
済
効
果
に
つ
い
て
、
交
流
人

口
の
増
加
率
な
ど
、
具
体
的
な
数

値
目
標
の
設
定
や
戦
略
は
あ
る
か
。

【
区

長
】
個
別
の
数
値
目
標
を

設
定
す
る
予
定
は
な
い
が
、
多
様

な
組
織
が
連
携
を
促
進
し
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出
す
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
仕
組

み
を
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
構

想
に
基
づ
く
戦
略
で
あ
る
。

【
質

問
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
活
用
に
向
け
た

展
望
と
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
は
。

【
区

長
】
既
に
関
係
団
体
と
連

携
し
て
お
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
で
は
、
気
軽
に
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
創
出

し
て
い
る
。
今
後
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

の
魅
力
を
伝
え
、
将
来
の
発
展
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
旧
保
健
所
跡
地

な
ど
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

財
政
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
基
金
を
積
み
立
て
る

だ
け
で
な
く
、
債
券
比
率
を
高
め
、

運
用
益
の
増
加
が
図
れ
る
基
金
運

用
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
予
算
執
行
に
必
要
な

歳
計
現
金
が
一
定
程
度
確
保
さ
れ
、

基
金
か
ら
の
繰
替
運
用
の
可
能
性

が
低
い
状
況
下
で
は
、
債
券
の
比

率
を
高
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

基
金
の
運
用
益
は
、
原
資
と
な
る

各
基
金
に
配
分
し
、
事
業
目
的
に

則
っ
た
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

い
た
ば
し
Ｐ
ａ
ｙ
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
東
京
ア
プ
リ
内
に
付

与
さ
れ
る
東
京
ポ
イ
ン
ト
と
の
幅

広
い
連
携
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
コ
ス
ト
面
な
ど
に
課

題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
運
営

者
と
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

産
業
振
興
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
外
企
業
と
の
連
携

や
広
域
的
な
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
参
画
を
強
化
す
べ
き
。

【
区

長
】
産
業
見
本
市
な
ど
を

開
催
し
、
区
内
外
の
企
業
な
ど
の

連
携
を
促
進
し
て
い
る
ほ
か
、
産

業
の
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協

議
会
へ
参
加
し
、
自
治
体
間
連
携

を
推
進
し
て
い
る
。

独
居
高
齢
者
世
帯
へ
の
総
合
支
援

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
入
院
や
施
設
入
所
の

手
続
き
か
ら
葬
儀
や
死
後
の
事
務

ま
で
一
括
し
て
支
援
で
き
る
「
総

合
的
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
導
入

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
ま
ず
は
、
終
活
支
援

の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、

総
合
的
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い

て
は
、
国
の
課
題
検
証
の
結
果
や

先
行
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、

区
の
実
情
に
即
し
た
最
適
な
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
事
業
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
安
心
支
援
プ
ラ
ン
の

推
進
に
向
け
、
短
期
入
所
を
含
む

緊
急
時
の
受
入
れ
体
制
の
拡
充
に

つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
栄

町
用
地
に
お
け
る
障
が
い
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
の
整
備
で
は
、
緊

急
時
の
受
入
れ
も
可
能
な
短
期
入

所
施
設
を
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

防
災
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
い
た
ば
し
防
災
プ
ラ

ス
カ
タ
ロ
グ
事
業
で
得
ら
れ
た
デ

ー
タ
を
生
か
し
、
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
の
設
置
が
進
ん
で
い
な
い
地
域

へ
の
支
援
と
、
さ
ら
な
る
普
及
・

啓
発
に
取
り
組
む
べ
き
。

【
区

長
】
カ
タ
ロ
グ
事
業
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
現
状

把
握
・
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
機
器
の
あ
っ
せ
ん
を

行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
、
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て

い
く
。

史
跡
公
園
整
備
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
平
和
に
関
す
る
展
示

や
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
検
討
状
況
は
。

【
教
育
長
】
戦
時
中
の
本
史
跡
の

実
態
解
明
な
ど
の
テ
ー
マ
を
通
し

て
、
来
場
者
に
平
和
に
関
す
る
学

び
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

板
橋
駅
西
口
駅
前
広
場
再
整
備
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
構
築
に
向
け
た
今
後
の
道

筋
と
展
望
を
伺
う
。

【
区

長
】
区
民
の
多
様
な
活
動

や
交
流
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

ま
ち
へ
の
愛
着
を
育
み
、「
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
く
、
活
気
に
あ
ふ

れ
た
ま
ち
」
や
「
安
全
で
安
心
な

ま
ち
」
を
実
現
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
板
橋
区
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
、
区
の
住

宅
政
策
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

川

口

雅

敏

さ
か
ま
き
常
行

（
自
民
党
）

（
公
明
党
）

区
政
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
問
う

【
質

問
】
区
政
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

方
策
を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

【
区

長
】
手
続
き
の
簡
素
化
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
、
無

駄
の
な
い
効
率
的
な
業
務
遂
行
が

で
き
る
体
制
、
環
境
の
構
築
を
進

め
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
児
童
・
生
徒
と
教
員

の
両
方
が
活
用
で
き
る
生
成
Ａ
Ｉ

ツ
ー
ル
の
導
入
を
進
め
る
べ
き
。

ジ

ェ

ミ

ニ

【
教
育
長
】
教
員
は
、
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ

ｎ
ｉ
を
校
務
利
用
な
ど
に
活
用
し

て
い
る
。
児
童
・
生
徒
の
端
末
で

は
使
用
を
認
め
て
い
な
い
が
、
倫

理
的
な
課
題
や
正
確
性
・
信
頼
性

の
課
題
を
踏
ま
え
、
活
用
に
向
け

て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
外
国
籍
の
児
童
が
増

加
し
て
い
る
高
島
二
小
に
「
放
課

後
日
本
語
教
室
」
を
設
け
る
べ
き
。

ま
た
、
区
全
体
に
お
い
て
も
日
本

語
学
級
を
拡
充
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
日
本
語
学
級
や
日
本

語
学
習
初
期
支
援
事
業
の
拡
充
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
外
国
籍
児
童
の
増
加
に

対
し
、
適
切
な
支
援
体
制
を
確
保

し
て
い
く
。

【
質

問
】
最
も
児
童
数
が
少
な

い
新
河
岸
小
を
守
る
た
め
、
新
河

岸
小
の
魅
力
向
上
や
魅
力
発
信
な

ど
、
特
段
の
支
援
を
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
私
が
授
業
観
察
な
ど

を
行
う
「
ふ
ら
っ
と
訪
問
」
を
し

た
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
該

校
の
特
色
や
取
組
み
な
ど
の
魅
力

を
掲
載
し
て
い
る
。
新
河
岸
小
に

つ
い
て
も
、
そ
の
魅
力
が
広
く
伝

わ
り
、
入
学
者
数
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

発
達
障
が
い
者
の
親
亡
き
後
に
備

え
た
居
場
所
づ
く
り
を
問
う

【
質

問
】
本
庁
舎
周
辺
の
公
共

施
設
再
編
を
待
つ
こ
と
な
く
、
発

達
障
が
い
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

相
談
支
援
に
つ
な
が
る
生
活
支
援

の
拠
点
を
早
期
に
設
置
す
る
こ
と

を
要
望
す
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の

再
整
備
に
先
行
し
て
、
早
期
の
整

備
を
求
め
る
意
見
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
別
の
場
所
で
の
試
行
実
施
な

ど
の
可
能
性
も
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
結
ネ
ッ
ト
の
Ａ

Ｐ
Ｉ
公
開
を
、
監
査
の
あ
り
方
に

つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

熱
中
症
対
策
の
義
務
化
を
問
う

【
質

問
】
事
業
者
が
行
う
熱
中

症
対
策
を
支
援
す
る
た
め
、
空
調

作
業
服
や
冷
風
扇
な
ど
の
購
入
費

助
成
事
業
を
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
従
業
員
の
熱
中
症
対

策
に
資
す
る
設
備
な
ど
を
導
入
す

る
際
の
費
用
を
助
成
す
る
事
業
は
、

既
に
国
や
都
に
よ
り
複
数
実
施
さ

れ
て
い
る
。
区
独
自
の
助
成
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
国
や
都
の

状
況
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
他

自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
て
い
く
。

財
政
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
行
政
サ
ー
ビ
ス
で

「
稼
ぐ
」
と
い
う
概
念
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

【
区

長
】
公
有
財
産
の
貸
付
け

な
ど
に
よ
り
、
歳
入
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
持
続
可
能
で
自

立
し
た
自
治
体
経
営
を
見
据
え
、

収
入
確
保
対
策
検
討
会
の
中
で
、

「
稼
ぐ
」
方
策
に
つ
い
て
多
角
的

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
国
に
先
立
ち
、「
板

橋
区
版
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
て

み
て
は
。

【
区

長
】
7
年
6
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
」
で
は
、
資
産
の

運
用
改
善
な
ど
を
検
討
す
る
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
今
後
定
め
ら

れ
る
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

【
質

問
】「
稼
ぐ
自
治
体
」
と

い
う
視
点
で
の
産
業
振
興
政
策
を

ど
の
よ
う
に
政
策
に
結
び
付
け
て

い
く
の
か
。

【
区

長
】
国
の
政
府
系
フ
ァ
ン

ド
の
動
向
を
注
視
し
、
区
産
業
の

発
展
に
必
要
な
事
業
を
総
合
的
に

広
く
検
討
し
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
地
域
交
流
ア
プ
リ
導

入
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ

ム
導
入
4
年
目
以
降
の
町
会
の
負

担
軽
減
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
ア
プ
リ
の
導
入
団
体

に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

の
効
果
検
証
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

当
面
の
間
、
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

【
質

問
】
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ

な
区
民
に
寄
り
添
う
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
推
進
委
員
な
ど
の
人
材
育
成

・
確
保
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
国
の
デ
ジ
タ
ル
推
進

委
員
や
都
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ス
マ
ホ

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
の
施
策
の

周
知
を
図
り
な
が
ら
、
人
材
の
確

保
を
後
押
し
し
て
い
く
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
で
安

心
し
て
搾
乳
で
き
る
よ
う
、「
搾

乳
で
き
ま
す
」
と
い
う
フ
ラ
ッ
グ

や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
べ
き
。

【
区

長
】
ま
ず
は
、
施
錠
可
能

な
本
庁
舎
内
の
2
か
所
の
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
に
、
搾
乳
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
示
す
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
表

示
し
て
試
行
し
、
必
要
性
に
つ
い

て
検
証
し
て
い
く
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
問
う

【
質

問
】
駐
車
場
の
支
払
方
法

が
現
金
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
改

善
を
要
望
す
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
5
年
度
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
導
入
の
検
討
に
あ
た

り
、
駐
車
場
は
対
象
と
し
な
か
っ

た
。
今
後
、
設
備
面
及
び
運
用
面

に
関
す
る
確
認
・
調
整
を
改
め
て

行
い
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
第
2
期
か
わ
ま
ち
づ

く
り
整
備
に
お
け
る
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
活
用
に
つ
い
て
、
現

時
点
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

【
区

長
】
河
川
敷
に
展
開
予
定

の
親
水
広
場
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
拠

点
と
な
る
施
設
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
の
理

念
と
連
携
さ
せ
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
し
て
、
か
わ
と
ま
ち

が
一
体
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

中
妻
じ
ょ
う
た

い
し
だ
圭
一
郎

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（
公
明
党
）

健
康
経
営
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
内
企
業
に
対
し
、

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
の
取
得

サ
ポ
ー
ト
や
取
得
し
た
企
業
へ
の

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
。

【
区

長
】
7
年
度
か
ら
、
健
康

経
営
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
事
業

を
開
始
し
て
お
り
、
認
定
の
取
得

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
今
後
も
、
事
業
者
の
健
康
経

営
は
も
ち
ろ
ん
、
広
い
視
野
で
事

業
者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

板
橋
駅
西
口
駅
前
広
場
再
整
備
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
現
在
の
再
整
備
計
画

に
固
執
せ
ず
、
東
村
山
駅
東
口
駅

前
広
場
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
実
証

実
験
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

行
う
べ
き
。

【
区

長
】
区
民
の
不
安
の
解
消

に
つ
な
が
る
よ
う
、
実
証
実
験
を

含
め
た
工
夫
を
検
討
し
て
い
く
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
い
じ
め
の
重
大
事
態

の
対
応
と
し
て
、
学
校
い
じ
め
対

策
組
織
方
式
と
第
三
者
委
員
会
方

式
の
違
い
を
明
確
化
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
い
じ
め
の
重
大
事
態

に
つ
い
て
は
、
学
校
主
体
の
調
査

を
基
本
と
し
、
経
緯
や
事
案
の
特

性
な
ど
を
踏
ま
え
、
第
三
者
委
員

会
に
よ
る
調
査
を
行
う
こ
と
も
想

定
し
て
い
る
。
定
義
や
調
査
主
体

な
ど
に
つ
い
て
、
学
校
な
ど
へ
の

着
実
な
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

学
習
障
が
い
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
学
習
障
が
い
へ
の
対

ミ

ム

策
と
し
て
導
入
し
て
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｍ

（
多
層
指
導
モ
デ
ル
）
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
Ｍ
Ｉ
Ｍ
は
、
主
に
小

学
1
・
2
年
生
で
の
実
施
を
想
定

し
て
い
る
が
、
実
施
学
年
な
ど
は

学
校
が
状
況
に
応
じ
て
判
断
し
て

い
る
。
今
後
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｍ
を
活
用

し
た
授
業
改
善
に
つ
い
て
も
実
践

事
例
を
収
集
し
、
好
事
例
を
基
に

各
学
校
へ
助
言
し
て
い
く
。

【
質

問
】
適
切
な
支
援
に
つ
な

ス

ト

ロ

ー

ア

ー

ル

げ
る
た
め
、
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｗ‐

Ｒ

（
標
準
読
み
書
き
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
）
を
実
施
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
児
童
・
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
現
行
ツ
ー
ル
の

活
用
状
況
も
踏
ま
え
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
研
究
を
継
続
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
文
化
活
動
助
成

事
業
、
認
可
外
保
育
施
設
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

教
育
委
員
会
人
事
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
教
育
委
員
の
任
命
に

お
け
る
議
会
の
同
意
に
つ
い
て
、

品
川
区
の
よ
う
に
、
候
補
者
と
議

員
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け

る
こ
と
は
、
教
育
行
政
に
対
す
る

区
民
の
信
頼
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
有
意
義
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
現
時
点
で
は
、
実
施

す
る
考
え
は
な
い
が
、
教
育
行
政

の
政
治
的
中
立
性
を
確
保
す
る
よ

う
、
区
民
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る

適
切
な
人
選
に
努
め
て
い
く
。

民
泊
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
独
自
の
宿
泊
税
を

導
入
す
る
な
ど
、
民
泊
の
乱
立
を

防
ぎ
、
区
民
の
生
活
の
質
を
保
証

す
る
制
度
が
必
要
と
考
え
る
。
見

解
は
。

【
区

長
】
現
在
、
宿
泊
税
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
が
、
さ
ら
な

る
制
限
の
上
乗
せ
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

「
と
れ
た
て
村
」
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】「
と
れ
た
て
村
」の
閉

店
に
伴
う
学
校
給
食
へ
の
影
響
と
、

国
産
や
地
場
産
業
の
食
材
の
活
用

を
拡
充
す
る
た
め
の
代
替
策
は
。

【
教
育
長
】
年
5
回
実
施
し
て
い

る
「
と
れ
た
て
村
給
食
」
は
引
き

続
き
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
今

後
は
、
区
と
交
流
し
て
い
る
都
市

の
食
材
の
活
用
を
検
討
し
、
学
校

に
お
け
る
食
育
を
推
進
し
て
い
く
。

介
護
保
険
の
安
定
運
営
の
た
め
に

【
質

問
】
訪
問
介
護
事
業
者
の

経
営
安
定
支
援
の
た
め
、
減
額
と

な
っ
た
報
酬
の
補
填
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
事
業
所
へ
の
直
接
的

金
銭
給
付
に
よ
る
経
営
支
援
で
は

な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進

に
よ
る
人
材
確
保
や
負
担
軽
減
に

向
け
た
業
務
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
あ
る
。

【
質

問
】
ペ
ッ
ト
と
と
も
に
暮

ら
せ
る
共
生
型
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
取

り
入
れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
支
援
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
現
在
、
区
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
衛
生
管

理
な
ど
の
観
点
か
ら
、
ペ
ッ
ト
同

伴
の
受
入
れ
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
に

必
要
な
専
用
設
備
な
ど
の
課
題
も

大
き
く
、
直
ち
に
対
応
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
で
の

Ｂ
Ｎ
Ｐ
検
査
の
導
入
を
求
め
て

【
質

問
】
心
不
全
の
早
期
発
見

に
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｐ
（
脳
性
ナ
ト
リ
ウ

ム
利
尿
ペ
プ
チ
ド
）
の
血
中
濃
度

を
調
べ
る
こ
と
が
手
が
か
り
と
な

る
。
心
電
図
検
査
だ
け
で
な
く
、

Ｂ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
導
入
す
べ
き
。

【
区

長
】
国
の
健
診
項
目
の
検

証
で
、「
受
診
者
全
員
へ
の
実
施

に
資
す
る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が

認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
結
果
も
出

て
い
る
た
め
、
区
で
は
引
き
続
き

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

お
ば
た
健
太
郎

坂
田
れ
い
子

し
い
な
ひ
ろ
み

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（
参
政
党
）

（
無
所
属
議
員
）
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建
設
工
事
に
お
け
る
前
払
金
の
増

額
な
ど
に
つ
い
て
問
う

問
建
設
工
事
費
が
高
騰
し
て
い

る
た
め
、
前
払
金
と
中
間
前
払
金

の
増
額
か
上
限
を
撤
廃
す
べ
き
。

答
前
払
金
及
び
中
間
前
払
金
の

増
額
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検

討
を
進
め
て
い
く
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
問
う

問
再
開
発
な
ど
に
お
け
る
住
民

説
明
会
や
住
民
周
知
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
活
用
す
べ
き
。

答
再
開
発
後
の
街
並
み
を
3
Ｄ

都
市
モ
デ
ル
で
表
現
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
が
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
理
解
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
力
向
上
支
援
事
業
の
効
果
測
定

と
評
価
に
つ
い
て
問
う

問
学
力
向
上
専
門
員
に
よ
る
個

別
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
へ

の
対
応
状
況
を
伺
う
。

答
学
力
向
上
専
門
員
と
教
員
が

連
携
を
図
り
、
個
別
指
導
や
補
習

授
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

（
自
民
党
）

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て
問
う

問
絵
本
の
ま
ち
板
橋
の
取
組
み

に
よ
る
社
会
的
変
化
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
。

答
区
へ
の
好
意
的
な
評
価
に
絵

本
の
ま
ち
を
核
と
し
た
取
組
み
が

寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
福
祉
拠
点
と
し
て
の
空
き
家

対
策
に
つ
い
て
問
う

問
空
き
家
の
利
活
用
の
仕
組
み

に
つ
い
て
、
相
談
の
流
れ
を
伺
う
。

答
建
築
士
な
ど
を
無
料
で
派
遣

す
る
専
門
家
派
遣
事
業
が
あ
り
、

主
に
老
朽
化
し
た
建
築
物
な
ど
の

所
有
者
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

問
空
き
家
の
利
活
用
の
方
法
と

し
て
、
練
馬
区
で
実
施
し
て
い
る

「
空
き
家
地
域
貢
献
事
業
」
に
つ

い
て
、
見
解
は
。

答
空
き
家
の
所
有
者
と
活
用
希

望
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
に
は

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
し

て
い
く
。 （

自
民
党
）

近
藤
タ
カ
ヒ
ロ

一
島
ひ
ろ
し

本
庁
舎
周
辺
の
再
整
備
を
問
う

問
整
備
に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿

勢
や
意
気
込
み
は
。

答
多
様
な
つ
な
が
り
が
新
た
な

価
値
を
生
み
、
に
ぎ
わ
い
と
潤
い

を
も
た
ら
す
新
た
な
居
場
所
の
創

出
と
な
る
よ
う
な
場
所
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

夏
休
み
の
遊
び
場
に
つ
い
て
問
う

問
区
立
公
園
で
の
花
火
の
利
用

を
禁
止
し
て
い
る
区
は
残
り
4
区

で
あ
る
。
最
後
の
区
に
な
ら
な
い

よ
う
解
禁
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答
8
年
度
は
管
理
者
が
常
駐
し

な
い
、
い
く
つ
か
の
公
園
で
も
試

験
的
に
解
禁
す
る
取
組
み
を
始
め
、

そ
の
検
証
結
果
を
基
に
、
実
施
場

所
の
選
定
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

成
増
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
再
整

備
に
つ
い
て
問
う

問
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
が
遠
く
、

高
齢
者
な
ど
は
利
用
が
困
難
で
あ

る
。
改
善
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答
施
設
の
再
配
置
を
検
討
す
る

必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
ま
ず

は
実
態
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
自
民
党
）

田
中
や
す
の
り

地
域
防
災
力
の
強
化
を
問
う

問
「
動
物
避
難
所
開
設
Ｂ
Ｏ
X
」

な
ど
を
導
入
す
べ
き
。

答
必
要
な
資
機
材
を
精
査
し
な

が
ら
、
ペ
ッ
ト
避
難
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。

問
「
災
害
対
応
型
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
」
の
導
入
や
民
間
事
業
者
と
協

定
締
結
を
進
め
る
べ
き
。

答
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
が
、
民
間
事
業
者
か

ら
協
定
締
結
の
打
診
を
受
け
て
お

り
、
協
定
締
結
に
向
け
前
向
き
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。

5
歳
児
健
康
診
査
に
つ
い
て
問
う

問
早
期
に
導
入
す
べ
き
。

答
区
の
実
情
を
踏
ま
え
た
実
施

方
法
に
つ
い
て
、
早
期
に
導
入
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
協
議
会
に

つ
い
て
問
う

問
3
年
間
の
成
果
を
踏
ま
え
、

8
年
度
以
降
も
継
続
す
べ
き
。

答
8
年
度
以
降
も
継
続
を
予
定

て
お
り
、
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー

社
会
、
さ
ら
に
は
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

西
台
駅
前
バ
ス
停
へ
の
上
屋
設
置

に
つ
い
て
問
う

問
広
告
付
き
バ
ス
停
上
屋
の
導

入
に
向
け
、
事
業
者
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
る
べ
き
。

答
バ
ス
の
利
用
環
境
改
善
の
一

つ
の
取
組
み
と
し
て
、
バ
ス
事
業

者
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

（
公
明
党
）

多
文
化
共
生
・
外
国
人
対
策
と
自

治
体
の
役
割
に
つ
い
て
問
う

問
言
葉
の
壁
対
策
と
し
て
、
22

か
国
語
に
対
応
で
き
る
電
話
通
訳

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

答
合
わ
せ
て
20
の
言
語
で
電
話

通
訳
が
可
能
な
体
制
を
整
え
て
お

り
、
事
業
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護
保
険
事

業
計
画
2
0
2
6
を
問
う

問
介
護
保
険
事
業
費
を
抑
え
る

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
支

援
を
全
庁
的
に
行
い
、
健
康
寿
命

を
延
伸
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

う
え
で
次
期
計
画
を
策
定
す
べ
き
。

答
関
係
部
署
と
連
携
を
強
化
し
、

計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
く
。

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
と
東
武
東
上

線
連
続
立
体
化
事
業
を
問
う

問
大
山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
歴
史
を
残
す
た
め
に
「
千
川

上
水
大
山
の
泉
」
を
整
備
す
べ
き
。

答
現
時
点
で
は
泉
の
整
備
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
地

域
住
民
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

（
自
民
党
）

わ
た
な
べ
一
美

佐
々
木
と
し
た
か

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
相
続
登
記
義
務
化
に
伴
う
空

き
家
対
策
な
ど
に
関
す
る
協
定
を

専
門
家
と
締
結
す
べ
き
。

答
他
自
治
体
の
締
結
事
例
を
参

考
に
、
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

（
仮
称
）
い
た
ば
し
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
問
う

問
絵
本
の
ま
ち
板
橋
、
も
の
づ

く
り
の
板
橋
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
体
験
型
の
観
光
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
事
業
を
展
開
し
て
み
て
は
。

答
多
種
多
様
な
地
域
資
源
を
有

機
的
に
結
び
付
け
、
交
流
や
体
験

を
通
し
た
観
光
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
は
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
誘

客
を
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
む
。

旧
中
央
図
書
館
跡
地
活
用
方
針
に

つ
い
て
問
う

問
隣
接
す
る
常
盤
台
公
園
と
の

一
体
化
に
関
し
、
見
解
は
。

答
近
隣
住
民
に
親
し
ま
れ
、
地

域
の
魅
力
や
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
・

向
上
に
資
す
る
よ
う
な
整
備
を
考

え
て
い
る
。

旧
板
橋
四
中
跡
地
の
活
用
を
問
う

問
区
民
の
意
見
や
解
決
す
べ
き

課
題
を
集
約
す
る
と
、
ど
の
よ
う

な
活
用
が
最
適
と
考
え
る
か
。

答
多
様
な
つ
な
が
り
が
新
た
な

価
値
を
生
み
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

と
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
居
場

所
と
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
て
い
る
。

（
公
明
党
）

鈴
木
こ
う
す
け

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
問
う

問
公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
際

は
、
労
働
報
酬
下
限
額
の
規
定
が

必
須
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
23
区
の
状
況
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
規
定
す
る
割
合
が
極
め
て

高
い
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

区
立
体
育
館
の
設
備
更
新
を
問
う

問
不
具
合
が
出
て
い
る
小
豆
沢

体
育
館
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

な
ど
、
年
数
が
経
過
し
て
い
る
機

器
は
更
新
す
べ
き
。

答
修
理
対
応
を
行
い
つ
つ
、
年

数
や
劣
化
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
適
切
に
機
器
の
更
新
を
行

っ
て
い
く
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

防
災
に
つ
い
て
問
う

問
学
校
の
長
寿
命
化
改
修
な
ど

で
避
難
施
設
が
使
え
な
い
場
合
、

避
難
先
が
わ
か
ら
な
い
住
民
が
い

る
た
め
、
周
知
す
べ
き
。

答
特
定
の
学
校
へ
避
難
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
住
所
要
件

が
な
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
て
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

多
文
化
共
生
の
板
橋
を

問
外
国
籍
児
童
の
た
め
、
高
島

二
小
と
日
本
語
学
級
が
あ
る
新
河

岸
小
の
越
境
入
学
を
認
め
る
べ
き
。

答
通
学
区
域
の
特
例
を
認
め
る

こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
困

難
な
状
況
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

く
ま
だ
智
子

五
十
嵐
や
す
子

あ
い
キ
ッ
ズ
に
つ
い
て
問
う

問
放
課
後
の
居
場
所
か
ら
1
日

の
居
場
所
へ
の
変
更
に
つ
い
て
、

何
校
ず
つ
実
施
し
て
い
く
の
か
。

答
8
年
度
か
ら
毎
年
度
、
お
お

む
ね
10
校
ず
つ
、
運
営
法
人
に
よ

り
、
午
前
7
時
30
分
か
ら
の
見
守

り
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

ご
み
問
題
に
つ
い
て
問
う

問
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
不

燃
ご
み
の
回
収
日
に
出
せ
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
検
討
す
べ
き
。

答
8
年
度
か
ら
の
開
始
に
向
け
、

集
積
所
で
不
燃
ご
み
と
し
て
回
収

で
き
る
よ
う
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

併
せ
て
清
掃
事
務
所
で
の
拠
点
回

収
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

旧
板
橋
四
中
跡
地
活
用
を
問
う

問
集
約
さ
れ
る
各
施
設
の
重
要

性
や
役
割
を
考
慮
し
、
現
在
地
で

の
拡
充
や
改
築
を
検
討
す
べ
き
。

答
既
存
施
設
の
機
能
充
実
や
周

辺
施
設
の
老
朽
化
、
適
正
配
置
な

ど
の
諸
課
題
へ
の
対
応
を
図
る
た

め
、
集
約
化
の
方
針
と
し
た
。

公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て
問
う

問
労
働
条
件
や
賃
金
の
下
限
額

の
規
定
を
入
れ
る
べ
き
。

答
公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
15

区
中
14
区
が
労
働
報
酬
下
限
額
を

設
定
し
て
い
る
。
先
行
区
の
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
設
置
す
る
検
討

会
で
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

外
国
人
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
拡

充
を問

区
が
通
訳
を
依
頼
す
る
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応
言
語
数
は
。

答
文
化
・
国
際
交
流
財
団
に
お

け
る
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録

者
数
は
400
名
以
上
で
、
約
20
の
言

語
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
共
産
党
）

お
な
だ
か
勝

小
柳
し
げ
る

学
習
障
が
い
の
対
応
を
問
う

問
読
み
書
き
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
組
み
は
。

答
よ
り
適
切
な
支
援
が
行
え
る

よ
う
、
ま
ず
は
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
情
報
収
集
を
進
め
て
い
く
。

不
登
校
支
援
に
つ
い
て
問
う

問
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用
者

に
対
し
、
区
独
自
の
支
援
を
。

答
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
様
々
な
不
登
校
施

策
全
体
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

（
日
本
維
新
の
会
）

住
民
と
と
も
に
「
住
み
続
け
ら
れ

る
高
島
平
」
へ

問
区
道
の
延
伸
に
よ
り
、
歩
行

者
や
自
転
車
の
通
行
が
遮
ら
れ
る
。

車
の
通
行
と
歩
行
者
の
ど
ち
ら
が

優
先
さ
れ
る
の
か
。

答
多
様
な
交
通
手
段
に
よ
る
適

切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
快
適
な

移
動
環
境
を
充
実
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
の
高
校
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
代
に
つ
い
て
問
う

問
収
入
認
定
か
ら
除
外
す
る
よ

う
、
国
に
要
望
す
べ
き
。

答
国
に
対
し
、
保
護
の
実
施
要

領
改
正
へ
の
意
見
を
出
し
て
い
る
。

訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
支
援
を

問
区
が
実
施
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
ニ
ー
ズ
調
査
の
終
了
後
、

一
日
も
早
く
、
事
業
所
に
対
す
る

緊
急
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
。

答
現
状
と
課
題
を
分
析
し
た
う

え
で
、
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制

度
を
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
共
産
党
）

大
森

大

い
わ
い
桐
子

子
ど
も
政
策
と
し
て
の
プ
レ
ー
パ

ー
ク
の
推
進
に
つ
い
て
問
う

問
外
遊
び
が
で
き
る
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
子
ど
も
の
視
点
で
、
利
用
し

や
す
い
外
で
遊
べ
る
場
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
持
つ
可
能

性
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答
自
ら
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ

こ
と
を
前
提
と
し
た
取
組
み
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
へ
の
愛
着
を

醸
成
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

（
い
た
ば
し
未
来
）

病
気
の
と
き
こ
そ
親
と
一
緒
に

問
お
迎
え
サ
ー
ビ
ス
の
6
年
度

の
実
績
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
運
用

の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

改
め
て
周
知
し
、
継
続
し
て
い
く
。

（
参
政
党
）

高
齢
者
、
障
が
い
者
・
児
の
行
方

不
明
ゼ
ロ
の
た
め
に

問
高
齢
者
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
導
入
す
べ
き
。

答
区
の
有
す
る
資
源
や
既
存
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
最
適

な
取
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

（
無
所
属
議
員
）

大
野
ゆ
か

坂
田
れ
い
子

し
い
な
ひ
ろ
み

令
和
6
年
度
決
算
に

対
す
る
総
括
質
問（
要
旨
）
10月22日
～24日
決算調査
特別委員会

◆
総
括
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
1
月
中
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
各
議
員
が
総
括
質
問
を
し
て
い
る
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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令和6年度
各 会 計
歳入歳出
決 算

●物価高騰に苦しむ区民や中小・零細企業への
支援策が不十分である。国民健康保険・後期
高齢者医療制度・介護保険の保険料の負担増
を区民に押し付けた。

●住民合意がないまま、大規模な市街地再開発
事業が優先された。基金積立てに固執し、6
年度だけで133億円も積み増した。

●区民の要求に応えていない。エアコン購入費
助成事業は対象を絞りすぎ。がけ・よう壁安
全対策工事の助成事業の拡充を検討すべき。
●職員不足が常態化し、公務労働の非正規化が
進められている。
●障がいサービスの一部手続きが本庁舎のみの
受付となったことは、窓口サービスの後退。

共 産 党

思い切った財政支援を行う
区政運営への転換を

●育児の負担軽減と子育て環境の充実を図るた
め、産後ドゥーラによる産前産後支援事業な
どが新規導入されたことを評価する。

●不登校の児童・生徒や幼稚園に通う子どもに
対する給食費相当額の支援を求める。

●いたばしPayについて、区が投下してきたコ
ストがEBPMに基づき区内事業者の育成と持

続可能な営業展開に寄与しているか検証しな
がら事業を実施すべき。
●プラスチックの資源化は、ゼロカーボンいた
ばし2050やSDGsの理念への貢献などを図る
取組みとして評価する。
●木造住宅の耐震化促進事業について、手続き
の簡素化と助成金支払いまでの期間短縮を。

自 民 党

投資を惜しまない姿勢を持ち、
メリハリのある財政運営を

●産後ドゥーラ派遣事業に取り組んだことを高
く評価する。今後は産後ドゥーラの人材育成
と利用率及び利便性の向上を求める。

●さらなるDXの推進を図り、多様化する区民
ニーズに対応できる環境整備を求める。

●東京ビール発祥の地として、オリジナルクラ
フトビールであるヒイル酒を板橋ブランドと

して地域資源とすることを求める。
●感染症の予防効果がある肺炎球菌ワクチンの
定期接種について、さらなる周知を求める。
●交通不便地域において、自動運転バスなど、
アクセス向上を図る移動手段の確保を。
●ふるさと納税について、新たな地域資源や板
橋ブランドの発掘による取組みの充実を。

公 明 党

計画的かつ効率的で
持続可能な行財政運営を

●防災用品等配付事業は、感震ブレーカーの普
及促進に一定の効果があったと評価する。

●あいキッズについて、環境改善と運営体制の
安定化のため、都の認証取得の拡大や必要な
予算確保を求める。

●安全確保や廃棄物の適正処理のため、リチウ
ムイオン電池の回収を早期に開始すべき。

●外国籍の区民との共生について、実現に向け
た施策を一層進めることを要望する。
●板橋駅西口駅前広場再整備については、区民
の声を丁寧に聞き、実証実験による検証を。
●高島平のまちづくりについて、ＵＲに対し、
必要な情報開示を強く求めるとともに、区と
しても住民に対する丁寧な説明をすべき。

民主クラブ

社会の変化に柔軟に対応し、
着実な行財政運営を

●今後の区政運営にあたっては、上振れした収
入を有効に活用し、区民サービスの向上に速
やかに還元することを優先すべき。

●子育て支援の拡充を評価する。一方、子育て
施策への偏重を指摘する声が寄せられている。
行政施策により、子育て世帯と非子育て世帯
との間で不公平感が広がることは望ましくな

い。納税者が納得できる枠組みづくりにより、
子育てしやすい板橋区の実現を。
●外郭団体の意義と役割を改めて検証し、組織
や事業の再編・統合について検討すべき。
●高島平のまちづくりでは、区・ＵＲ・地域住
民が同じ場を共有し、意見を出し合う合同説
明会の実施を求める。

日本維新の会

区政の課題に真摯に向き合い、
より良い区政運営に向けた取組みを

●防災用品等配付事業は評価するが、感震ブレ
ーカーの申込みが少なかったことは課題。

●エアコン購入費助成事業は、対象をもっと広
げるべき。また、1件10万円の助成に、51万
円の事務費をかけており大問題。改善を。

●保育園での午睡の有無を成長に合わせていく
ことや外部講師の活用など検討を求める。

●小中学生の居場所がない。特に夏の遊び場が
課題。「子どもの遊び場・居場所計画」をつ
くり、環境整備を早急に進めることを求める。
●水深のある「こどもの池」は、貴重な遊びの
場。計画的に残していくことを求める。
●タワーマンションありきでなく、住民との対
話によるボトムアップでのまちづくりを。

いたばし未来

財源を大幅に余らせることなく、
未来に向けた好循環への投資を

決算の概要と決算に対する討論（要旨）令和6年度

歳出

決算額

2，699億3，614万9，468円

542億2，396万5，428円

478億9，878万2，678円

149億7，342万107円

7億2，035万7，920円

歳入

決算額

2，822億7，038万794円

548億8，367万2，303円

487億5，384万5，483円

150億7，489万8，225円

7億9，904万3，802円

予算現額

2，794億1，386万円

555億4，200万円

486億400万円

150億6，800万円

8億2，062万8，000円

会計名

一般会計

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

東武東上線連続立体化事業

特
別
会
計

反 対 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計
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議会トピックス
他の自治体の先進事例について調査・研究するため、各常任委員会が行政視察を実施しま
した。常任委員会視察

●大阪府八尾市（7月29日）
八尾市版 重層的支援体制整備事業につ
いて視察を行い、相談対応職員の人材育成
やアウトリーチによる見守り支援の概要な
どについて質疑を行いました。
●京都府京都市（7月30日）
複合施設「COCO・てらす」について
視察を行い、専門職の配置状況及び雇用形
態や施設の一体化のメリットなどについて
質疑を行いました。

健
康
福
祉
委
員
会

●石川県金沢市（7月28日）
金沢未来のまち創造館について視察を行

い、企業相談の内容や子供の独創力育成事
業における講師などについて質疑を行いま
した。
●石川県金沢市（7月29日）
農業の担い手育成に向けた金沢農業大学

校の取組みについて視察を行い、農地に縁
がない方の就農方法などについて質疑を行
いました。

区
民
環
境
委
員
会

●岩手県紫波町（7月29日）
オガールプロジェクトにおける公民連携
手法について視察を行い、店舗の安定的な
運営に向けた工夫などについて質疑を行い
ました。
●宮城県仙台市（7月30日）
Full Digital市役所実現に向けた取組み
について視察を行い、オープンデータ推進
に係る方針やDX推進における課題などに
ついて質疑を行いました。

企
画
総
務
委
員
会

●岐阜県岐阜市（7月30日）
学びの多様化学校における不登校対策支
援及び生成AIを活用した学習支援につい
て視察を行い、入学希望者の選考基準など
について質疑を行いました。
●愛知県名古屋市（7月31日）
ナゴヤスクールイノベーション事業につ
いて視察を行い、事業の推進に向けた保護
者などへの説明方法などについて質疑を行
いました。

文
教
児
童
委
員
会

●福岡県福岡市（7月29日）
地域との共働等によるかわまちづくりに

ついて視察を行い、治水対策の取組みや地
域主体の具体的な活動などについて質疑を
行いました。
●福岡県柳川市（7月30日）
駅周辺整備事業におけるウォーカブルな

まちづくりについて視察を行い、整備過程
における住民参加の仕組みや社会実験の有
無などについて質疑を行いました。

都
市
建
設
委
員
会

悲惨な原爆の記憶を風化させず、核兵器のない平和な世
界の実現をめざすため、板橋区議会の代表が広島市と長
崎市で開催された式典に参列しました。

広島市・長崎市
平和記念式典への参列

●広島市平和記念式典
原爆投下から80年目の8月6日、「広島市原爆死

没者慰霊式並びに平和祈念式」が開催されました。
板橋区議会を代表して田中やすのり、長瀬達也、
間中りんぺい、しば佳代子、岩永きりん、荒川なお、
大森大の7名の議員が参列しました。

●会議は原則として午前10時に開会予定です
（議会運営委員会は午後1時から）。日時
は変更となる場合があります。

●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希
望日の10日前、ヒアリングループ（磁気誘
導ループ）の利用（委員会室のみ）は希望
日の3日前（土日祝日を除く）までにお申
し込みください。

●本会議の様子は、インターネットでライブ
中継及び録画配信を行います。ホームペー
ジよりご覧ください。

●長崎市平和祈念式典
原爆投下から80年目の8月9日、「長崎原爆犠牲

者慰霊平和祈念式典」が開催されました。
板橋区議会を代表して元山芳行、山田たかゆき、
寺田ひろし、中妻じょうた、山内えり、井上温子の
6名の議員が参列しました。

令和7年第4回定例会の開会予定

11月17日（月） 告示、議会運営委員会

11月26日（水） 本会議（一般質問）

11月27日（木） 本会議（一般質問）

12月1日（月）
企画総務委員会
区民環境委員会
健康福祉委員会

12月2日（火） 都市建設委員会
文教児童委員会

12月5日（金） 議会運営委員会

12月8日（月）
ＤＸ推進調査特別委員会、
孤独・孤立対策調査特別委
員会

12月9日（火）
災害対策調査特別委員会、
文化芸術・多文化共生推進
調査特別委員会

12月11日（木） 議会運営委員会

12月12日（金） 本会議
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